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DU WATCH
劣化ウラン研究会ニュースレター　第 24 号 (2010/09)

〔はじめに〕
　対人地雷、クラスター爆弾と、禁じられる通常兵器が増えてきている。いずれもＮＧ

Ｏを中心としての廃絶の取り組みが功を奏している。その中の「対人地雷禁止条約」（オ

タワ条約）の制定主旨について外務省のホームページにはこう書かれている。

　「紛争地帯を中心に埋設された地雷は、非戦闘員である一般市民に対し無差別な被害

を与えるという、人道上極めて重大な問題を引き起こしている。また、そうした地域の

紛争終結後の復興と開発にとって大きな障害となっている。」

　これはまさしく劣化ウラン兵器がもたらしている現状をそのまま記述した文章と言

える。「埋設された地雷」を「拡散した劣化ウラン」と読み替えるだけで良い。

　見かけ上、爆発したり一瞬で命を奪ったりしないだけで、劣化ウランがもたらす犠牲

は、対人地雷やクラスター爆弾と同じだと言うことを、冒頭のイラクから来日されたア

ル・アリ医師やハビブ医師の証言から、想像していただければ幸いである。

劣化ウラン研究会　山崎久隆

アルアリ医師は６度ほども来日されてい

ますが、ハビブ医師は初めての来日です。

講演に先立ち述べられれましたのは、湾

岸戦争から２０年ほども経ち、そのあと

のイラク戦争からも７年の月日が流れま

したが、未だにイラクの政情は安定せず、

医薬品の不足が目立っているとのことで

す。このようなイラクの状況を看過でき

ず、被曝問題のために活動している人々

に深く感謝をするということでした。

劣化ウラン弾は数ミクロンほどの大きさ

の微粒子になって、人間の体内に取り込

まれて、あらゆる臓器に滞留してガンを

引き起こすわけです。特に、骨髄のよう

な細胞分裂が活発な臓器には、大きく悪

影響を与え、白血病の原因となります。

アルアリ医師が活動されているバスラで

は、湾岸戦争の時もイラク戦争の時も、

劣化ウラン弾が大量に打ち込まれており、

市街地の中心部にさえ投下されたことが

あります。その影響は最近にますます大

きくなっているようで、特に、発育盛り

の子どもにガンの発生が顕著であり、一

家に何人ものガン患者が発生することす

7 月 29 日にカタログハウスで行われた

アルアリ医師とハビブ医師の講演要旨

劣化ウラン研究会　野村修身
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らめずらしく無いそうです。

アルアリ医師が扱った例では、夫が肝臓

ガンに妻が乳ガンに侵されているという、

ひどい状態さえあります。

ガンの種類ごとに年間罹患率（一年間

で、新たにがんと診断された症例の人口

１０万人あたりの数）を、1995 年と 2005

年で比較したグラフを見ますと、乳ガン

の発生数が、最近にきわだって多くなっ

ております。この理由については「現時

点ではまだよくわからないが、今後、劣

化ウラン被曝も含めたガンの危険因子と

の関連を検討したい。」と、アルアリ医師

は述べていました。一つの可能性として

は、乳ガンは自分で発生を見つけやすい

ためではないかとのことです。すなわち、

自分の乳房に毎日さわっていれば、簡単

に発生を見つけることが出来るわけです。

また、バスラ住民は、大量に打ち込まれ

た劣化ウラン弾でガンの発生が生じるこ

とを知っていますので、特に、ガン発生

については神経を尖らせているという背

景もあります。

現在でも、劣化ウラン弾に汚染された戦車

が、市街地に放置されています。その付

近の土壌の放射能を計ったら、１７００

ベクレル／キログラムもありました。通

常の土壌の放射能は７０ほどですので、

かなり強い放射能汚染です。

必要な医薬品が十分に供給されていない

だけでなく、電気や上水道などいわゆる

インフラがきちんと機能していないこと

も、治療が十分に行えない原因となって

います。さらに、戦争により人間関係が

破壊されてしまったことも、追い討ちを

かけています。しかし、そのような世の

中でも、何とか力をあわせて治療にあたっ

ております。

最後に、バスラ・ガン調査グループ (Basrah 

Cancer Reserch Group = ＢＣＲＧ )の紹

介がおこなわれ、協力の訴えが行われま

した。

アルアリ医師は、２回にわたる大量の劣

化ウラン兵器の攻撃を受けたバスラで、

ガンや白血病が増えていることを医療の

現場で目の当りにし、世界各国でその実

態を訴えてきました。そして２００４年

に、核戦争防止国際医師会議（ＩＰＰＮ

Ｗ）の欧州地域大会で、バスラでの戦争

による環境破壊の健康影響を本当に明ら

かにするための調査の必要性を訴え、国

際協力を要請しました。この要請に応え、

２００５年、ＩＰＰＮＷドイツ支部のコー

ディネートによって、イラクとドイツの

専門家がアンマンに集まり、疫学調査や

環境放射能の測定などに関する第一回目

のセミナーが開催され、そこでの議論を

経てＢＣＲＧの活動が開始されました。

ＢＣＲＧの活動の柱は次の５つです。

（１）ガンの登録

（２）ガンの治療

（３）ガンの緩和ケア（末期がんの患者さ

んに対する心身の苦痛の緩和）

（４）ガンの予防

（５）ガンの研究

以下は報告者のコメントです。

ＢＣＲＧの活動は、ウラン兵器廃絶国際

連合 (International Coalition to Ban 

Uranium Weapons = ＩＣＢＵＷ ) による

協力／支援を受けております。この報告
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マイク・ルードゥウィック、「Truthout（真実を明るみに）」紙より

「米軍は、湾岸戦争帰還兵の劣化ウラン被曝を懸念していた」

米下院公聴会（7/27）で判明　2010 年 7 月 28 日

（抄訳　山崎久隆）

以下は、「Truthout （真実を明るみに）」 紙に掲載されたマイク・ルードゥウィック氏の記事です。

嘉指さんの訳を参考に抄訳を掲載します。 なお英語の原文記事は、次のサイトを参照のこと。

　http://bit.ly/b40Cjk

　長い間、（米国）政府は、湾岸戦争やイ

ラク戦争で使われた砲弾に含まれた劣化ウ

ラン（DU）の放射性毒性によってイラク市

民や兵士たちが有害な影響をこうむってき

ていることを否定してきた。

　しかし、1993 年に、当時の陸軍准将エ

リック・シンセキ［注：日系三世。祖父母

が広島からハワイに移住］、現在の退役軍

人省長官により書かれた、今までほとんど

知られていなかった国防省メモにより、米

国防省は、実際は劣化ウラン汚染を懸念し

ていて、毒性物質に曝露した全ての兵士を

検査するよう命じていたことが明らかと

なった。

　文書名「議会への報告草稿の検討：米陸

軍における、劣化ウランの健康及び環境

への影響 ?? 行動メモ」（"Review of Draft 

to Congress - Health and Environmental 

Consequences of Depleted Uranium in 

the U.S. Army -- Action Memorandum"）

と書かれたシンセキのメモは、国防省から

の、以下のような三つの指示の詳細に小さ

な修正を加えるものである。

をご覧下さった皆様の協力を切にお願い

します。

ＢＣＲＧの活動は、ＩＣＢＵＷのウェブ

サイト

 (http://www.bandepleteduranium.org/

en/index.html にて報告されています。

例えば、２００９年７月２１日には、ト

ルコのイスタンブールで国際会議が行わ

れました。詳しくは、下記のウェブペー

ジをご覧下さい。

http://www.bandepleteduranium.org/en/

a/282.html

 写真 John Out and About / Flickr
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１．劣化ウランに汚染された装備と接触

するかもしれない兵士に対する十分な訓

練規定を作成すること。

２．湾岸戦争において、劣化ウランに曝

露した全ての兵士に対する医学的検査を

完全に行うこと。

３．将来の軍事作戦のため、劣化ウラン

に汚染された装備を回収するための計画

を立てること。

　しかしながら、復員軍人省は、医学的

検査を決して行わなかった。そのため、

何十万という帰還兵たちが、劣化ウラン

の被曝によって引き起こされたガンやそ

の他の病気に関する医療を受けるチャン

スを奪われてしまったのかもしれない。

　軍保健監視センターの最近の報告によ

れば過去 10 年のデータは、兵士における

特定のがん発症割合が市民と比較した結

果高い割合にあることを確認している。

　研究者の中には、軍の兵士は若年時か

ら頻繁に健康診断を受ける保証を与えら

れているため、しばしばがんと診断され

る機会が増えるのだと考える者があるが、

それではデータにある部隊間にある診断

結果の相違を説明できない。

　たとえば海兵隊員では、戦場に派遣さ

れていない部隊では比較的低い割合であ

り、戦場に派遣された兵士は肺がんの割

合が二倍に達している。

　火曜日（7月 27 日）、復員軍人省は湾岸

戦争関連の病気の診断や治療を今に至る

までずっと怠ってきているという事実が、

下院・復員軍人小委員会の公聴会におい

て判明した。この公聴会の場で、帰還兵

支援グループのメンバーは、慢性疾患と

湾岸戦争における劣化ウラン被曝との関

連について包括的調査を行うよう、シン

セキに対し強く要請した。

　シンセキ長官の１９９３年８月１９日

のメモで力を得た退役兵士団体「ベテラ

ンズ・フォー・コモンセンス（良識ある

退役兵士・VCS）」の事務局長ポール・サ

リヴァンは復員軍人省に対して「もう一

つの可能性への少ない機会」「ＶＣＳは復

員軍人省に軍事用語としての「停戦」を

求める」と言った。「復員軍人省はリーダー

シップを発揮すべきだ。私たちに適切な

手当と処遇を与えず、官僚的な遅延及び

不当に管理された研究に基づいてゆっく

りと退役兵士たちを死に追いやっている。

時間が無くなる前に我々元兵士たちの声

を聞け。」

　サリヴァン自身が湾岸戦争帰還兵であ

り、復員軍人省は手当および必要とする

処遇を供与するために確実な診断を受け

取っていても、長期の病気で苦しむ何千

人にも及ぶ元兵士たちからかけはなれ、

劣化ウランについて影響される科学者お

よび退役軍人の話を聞くことを拒否して

いると言った。

　1990 年から 1991 年の湾岸戦争でデザー

トストーム作戦に従軍した 697,000 人の

男女の兵士のうち、およそ 250,000 人が、

まとめて「湾岸戦争症候群」と呼ばれて

いる各種各様の症候に苦しんでいる。復

員軍人省によれば、その症状は脱力感、

虚弱、胃腸の症状、認識機能障害、睡眠

障害、持続的な頭痛、皮膚発疹、呼吸器

の症状および気分の変動などだ。

　ＶＣＳはシンセキ長官に 2009 年度に

7500 万ドルの研究計画を使ってテキサス

大学医療センターで行われた、湾岸戦争

症候群調査の成果について調べるよう請

願した。サリヴァンはまた、昨年ＶＣＳ

により湾岸戦争症候群の調査について「サ

ボタージュ」あるいは意図的に研究およ

び処置を遅らせている記録の有無を調べ
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るため、情報自由法に基づく情報公開請

求を行ったことを明らかにした。しかし

復員軍人省は、依然としてまだ研究の妨

害に関する公表されていない文書を持っ

ている。ＶＣＳは 6月 29 日に情報自由法

に基づく訴えを提起している。ＶＣＳは

劣化ウランに暴露された退役兵士を支援

する独立調査を政府に要求している。し

かしサリヴァンに依れば、国防総省は依

然として「見せない、知らせない政策」

の方を好んでいるという。「私は湾岸戦争

帰還兵として、回答も処遇も、手当もさ

れないで死んでいった多くの友人を見て

きた。いくつかのケースでは、帰還兵は

湾岸戦争症候群に苦しめられ失望のあま

り自殺をとげてしまった」。

　今回の公聴会においてサリヴァンは、

最近数ヶ月、イラクのファルージャから

先天性障害やガンが急増しているという、

大変気がかりな報告が出てきていること

を証言した。こうした異常は、2004 年に

米英軍によって行われたファルージャ猛

攻の際に使用された、劣化ウランを含む

砲弾が原因となっているのではと推測さ

れている。また、報じられているところ

によれば、イラクの人権担当官たちは訴

訟を準備している。

　劣化ウランとは戦車や装甲を貫通する

兵器に使われる高密度の重金属で、爆弾に

も添加され、兵士の安全より放射性物質の

無制限の使用を選んだ。サリヴァンは本

紙「Truthout」に対し、1993 年のメモに

おいて指示が出され、実施されるはずだっ

た医学的な諸検査は、あるトレーニング・

ビデオが兵士たちを怖がらせたため中止

されたのだと述べた。「計画が引っ込めら

れたのは、トレーニング・ビデオを見た

幾人かの兵士たちが、（映像中に）宇宙服

を来てガイガー・カウンターを持った兵

士が出てくるのを見て動揺してしまった

からだ。敵を殺そうとする際に被曝云々

などは無視しなければならない戦場の現

実を考えると、トレーニングはかえって

問題となると軍は考えたのだ」とサリヴァ

ンは語った。サリヴァンは、放射重重金

属にさらされる推定４００,０００人の

帰還兵のわずかな部分だけを散発的に調

査しているような復員軍人省が行ってい

る劣化ウラン調査計画は不適当であると

言った。「復員軍人省は専門家の意見を聞

かない。 復員軍人省は会議を聞きさえし

ない」とサリヴァンは自身の証言で語っ

た。 「無活動の２０年間がすでに過ぎ去っ

た。 退役湾岸兵士を緊急に、ベトナム戦

争退役軍人がエージェントオレンジ（枯

れ葉剤）にさらされ苦しみぬいた４０年

をまた繰り返すことを避けるように願っ

ている。」

［以下略］



　この秋の第６５回国連総会において、 三回目

の 「劣化ウラン兵器に関する決議」 が議論さ

れます。 「ウラン兵器禁止を求める国際連合」

（ICBUW）では、劣化ウラン兵器使用の凍結（モ

ラトリアム）、 今までに使用された地域 ・ 量につ

いての情報公開、 被害地域への支援など （下

記 ICBUW の提案参照）、 これまでよりも前進し

た内容が新たな国連決議に盛り込まれるよう求

めるため、 １０月４日から始まる国連総会第一

委員会にあわせて、 ニューヨークでのロビー活

動と国連内でのワークショップを行います。

　【対政府／外務省 要請項目】

１． 劣化ウラン兵器が 「非人道的無差別殺傷

兵器」 であることを踏まえ、 日本国政府が同兵

器の禁止に向けて国際的イニシアティブを発揮

し、 積極的に取り組むよう要請します。 とりわ

け、 来月から開始される第 65 回国連総会での

劣化ウラン兵器に関する議論において、 同兵

器の禁止と被害者支援をめざす国際的プロセ

スを前進させる「新たな決議」が採択されるよう、

加盟各国と協力して取り組んで下さい。

２． イラク等の劣化ウラン兵器被災地域の被害

調査の支援と、 現地の実情に沿った、 被害者

への医療支援などを日本国政府として積極的

かつ速やかに行うよう要請します。

３． 過去及び現在の在日米軍基地内の劣化ウ

ラン兵器の貯蔵、 使用 （イラクなどの戦地や紛

争地域での使用や試射等） の実態を把握し、

国民に公表するよう要請します。 また現在基地

内にある劣化ウラン兵器については、 それらの

すみやかな撤去を米国政府に求めて下さい。

４． ベルギーに続き 「劣化ウラン兵器禁止法」

を国会へ政府提案し議決を働きかけるよう、 さ

らには北東アジア 「非劣化ウラン兵器地帯 （フ

リーゾーン）」 設置に向けて努力するよう要請し

ます。

　【ICBUW の国連加盟国への提案項目】

１） 「予防原則」 に基づき、 劣化ウラン兵器の

使用をやめること。

２） 汚染サイトの評価と管理を促進させるため、

これまでに劣化ウラン兵器を使用した場所及び

その数量を、 まだ公表していない国はすべて

明らかにすること。

３） 劣化ウラン兵器被害者のケア、 汚染地域

の除染と危険性軽減のため、 技術的、 経済的、

相互支援を行うこと。

４） 劣化ウラン兵器禁止のための国際的諸方

策を結びつける可能性について検討すること。

５） 第６７回国連総会の議題に 「劣化ウラン兵

器の影響」 を含めること。

 [ 注 ： 以上の項目は、 新たな国連決議に含め

るべき内容として、 ICBUW のロビー活動の中

で各国政府に訴えている内容です。 ]

国連総会「ウラン兵器決議」に向け９月対政府要請

ウラン兵器禁止と被害者支援に積極的に取り組むよう

日本政府に迫ろう！

「ウラン兵器禁止を求める国際連合」（ICBUW 運営委員）

嘉指信雄、森瀧春子、振津かつみ
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ニュースクリップ

政府は日本国内に劣化ウラン兵器

の配備を認める

【琉球新報・沖縄タイムス

 8 月 26 日】

　政府は８月２５日までに、県軍用地転

用促進・基地問題協議会（軍転協・会長

仲井間知事）が７月に照会した基地問題

に関する諸項目について県などに回答を

しました。それによれば、嘉手納弾薬庫

での劣化ウラン弾の存在について「わが

国の一部施設・区域に保管されることも

ある」としています。さらに「米軍は即

応体制を維持するため、緊急事態に備え

る」ことが配備理由とされ、実戦使用を

前提としたものです。一方で「内部規律

によりわが国の訓練場で使用することは

ない」と訓練実施については否定してい

ます。なお、劣化ウラン弾の存在自体は

２０００年５月に当時の嘉手納基地司令

官が弾薬庫内での貯蔵を明らかにしてい

ました。

　これにより、日本国内に劣化ウラン兵

器を配備していることは「可能性」の問

題ではなく日本政府が事実上公認したこ

とになっています。日本政府はこれまで

「特定の保管場所については公表しないと

の方針の説明を受けている」とし、核兵

器と同様「その存在を否定も肯定もしな

い」米軍の方針に従うとしています。

　辺野古問題とも関連し、日本の従属ぶ

りが際だつ結果となり、取り組みを強め

なければなりません。

世界で劣化ウラン

関連報道が増えている

　日本では NHK が 8 月 7 日に「海外ネッ

トワーク」という番組の中で、イラクの

子どもたちの現状を紹介している中で、

「イラクの医師によると、湾岸戦争以来、

ガンになる子どもたちが増えているとい

う。原因は分かっていないが、強い貫通

力から対戦車用に使われてきた劣化ウラ

ン弾の影響が疑われている。不十分な医

療体制の中で、白血病などの子どもたち

の治療は難しい状況だ。子どもたちを支

援している日本のＮＧＯ活動を紹介」と

いう内容だ。

　ロイター通信も５月に「劣化ウランは

イラクの人々の生命を脅かしている。」と

の映像レポートを放送し、英国のスカイ

ニュースは「ＷＨＯ、イラク・ファッルー

ジャでの先天性異常増加を調査へ」との

ニュースを流している。

　ユーゴ、ボスニア、コソボ紛争で使わ

れた劣化ウランについても、その被害状

況が報じられており、映像を使ったニュー

スが今年３月に独立系ジャーナリストの

報告で報道されている。

　国連でもクラスター爆弾に続き、廃絶

の取り組みが進み始めており、この流れ

をもはや逆戻りさせることなく、推進し

ていく段階に来たことが感じられる。し

かしながら現在も苦しんでいる多くの人

たちには ¥ 医療援助を、また、これから

新たに被曝の影響を受ける、特に子ども

たちのために、一日も早い汚染除去の取

り組みが必要となっている。
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